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就学後の学びの礎になる知識とは？ 

• 字が読めること？ 

• 字を書けること？ 

• 計算ができること？ 

• 日本の県の名前を言えること？ 

• いろいろな国の名前を言えること？ 
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これからの「学力」とは 



情報処理能力＋推論力＋問題解決力 

＝考える力 （実行機能） 
 
 

複雑な課題の遂行の際に 

思考や行動を制御する認知システム 

 

 ＊本来の目的に立ち返り 

   解決策を考える 

 ＊新しい行動パターンを覚え、 

   状況に合わせ行動を最適化する 
 

人間の目標志向的な行動を支える 

テーマ 



子どもの認知構造と相互的に関係している 

「考える力」はすべての能力の背後にある 

読み、書き・計算など 
Blaire & Razza, 2007 

他者の意図理論の理解度 
Carlson & Moses, 2001 

感情を制御する力 
Carlson & Wang, 2007 

社会的スキルの習得 
Clark et al., 2002 
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Camera 

2歳の時点で、ＳＥＳの低さが、 
語彙数やことばの情報処理の 
正確さ・速さなどにおいて、 
6か月近い遅れを生んでいる。 

社会経済的地位（SES)が低い家庭の 

子どもは2歳の時点で、SESが高い家庭の
子どもに比べ言語発達が6ヶ月遅れる。 

―スタンフォードニュース 



ことばの対象を探すまでの時間・・・情報処理スピード 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18か月時点から24か月時点で反応時間は
100mほど早くなっている。 
しかし、それぞれの月齢において、 
高SES群は低SES群よりも反応時間が早い。 

高SES 

低SES 

24か月児 

18か月児 

音声刺激の開始時間 



＝ 
情報処理能力 

＋ 
推論力 
＋ 

問題解決力 

考える力  



新しいことばの意味を推論する 
能力の経済格差 

フェップは青いの。 
フェップを探して 

低所得家庭の子どもは高所得家
庭の子どもに比べ、知らない単語
の意味の推論が苦手 
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＊10分間母子で自由に遊ぶ様子の録画 

＊母親へのインタビュー/アンケート 

子どもの自立的問題解決を促すことばかけは
子どもの「考える力」の発達を促す 
 (Bernier, Carlson, & Whipple, 2010) 



2つの難しいパズルを一緒に解かせた上で、どのような会話で子どもをサポートしているかコー
ディング。特に注目するのは「自立して問題解決するための支援」 

 

 

12ヶ月 15ヶ月 18ヶ月 26ヶ月 

12か月時、18か月時のときの 

「自立的問題解決への支援」のことばかけが 

26か月時の「考える力」に影響 

Autonomy Support 
A. 子供が新しい挑戦を出来るように立ち回る 
B. ヒントを与えたり励ましたりする 
C. 同じ視点に立って課題に集中させる 
D. 子供に合わせて選択する機会を増やす 



「生後3年の間、低SESの子どもが聞く単語の数は、高SESの子
どもに比べて3000万語も少ないことがわかった。より多くの子ど
もたちが、就学前の質の高い、またその他の初期学習プログラ
ムに接せられるよう、そして、保護者が子どもの達成を助けるの
に必要な手段を手に入れられるようにすることで、子どもたちに
より良いキャリア、より良い暮らしを与えられるだろう。」 

Habla conmigo! (Talk with me!)プログラム 

スペイン語話者の低所得家庭の母親を対象に、 
子どもとのかかわり方や脳の発達についての教育を行う。 

オバマ大統領スピーチ 

親への介入で親の意識を変えれば 

経済格差による学力差は埋められる！ 



１歳半、２歳時点の違いは 
放置すればさらに学力差の違いを生む 

・2歳時点での言語処理の速さは、同時期の語彙の成長と強い関連 
 

・2歳時点での言語課題の成績が、6年後の言語能力と相関 

 

RESULT –成果 

親の変化 

介入前（１歳半時点）： 介入群と比較群で、親の行動や子どもの言語能力に違いはない。 

2歳時点： 介入群では子どもに向けた発話が25％増加。対して、比較群では８％のみ。 

 

子どもの変化 

２歳時点で、介入群の子どものほうが、言語課題でより高い成績を示した。 

（Marchman & Fernald, 2008） 
 

(Fernald ら、2006） 



アメリカの 
先端事例 
キャシー・ハーシュ＝パセック教授の活動 



テンプル大学心理学部教授、ブルッキングス研究
所シニアフェローのキャシー・ハーシュ＝パセック教
授が提唱する「6Csモデル」は、ラーニング・コンテ
ンツを作るときのチェック指標であり、これに準じて、
よりアクティブで効果的なコンテンツを生み出してい
きます。 



Collaboration Communication Content Critical 
Thinking 

Creative 
Innovation 

Confidence 

LEVEL 

話をつなげて 
語る 

熟達化 根拠づける ヴィジョン 失敗する勇気 
を持つ 

あちこちで 対話する 知識のつながり 意見を持つ 声 リスクを 
計算する 

一緒に 見せて説明する 幅広く浅い理解 異なる真理 手段目標 自分の 
立ち位置を知る 

自分自身で 素の気持ちを表す 初期の学び /  
特殊な状況 

百聞は一見に
如かず 

実験 やり抜く 
信じ続ける 

みんなで 
つくりあげる 4 

3 

2 

1 

これからの子どもに必要なのは６Ｃの能力 
（６Ｃのすべてを「考える力」が下支え） 



20 

学校の「内」でも「外」でも 
子どもは 6Cs を を 
通じて身につけてゆく 



学びの場とは考える力を育む場 

学びを提供する場は、教育機関限定ではない。 

街でも、公園でも、店でも、 

「考える」スイッチを入れる仕掛けはできる！ 

幼稚園 
保育園 学校 

家庭 
コミュ
ニティ 



Adding games through signs in low-income neighborhoods increased adult language to 
children by 33%! (Ridge, Weisberg, Ilgaz,  Hirsh-Pasek & Golinkoff, 2015) 

ゲームの要素をサインに取り入れる 

EXAMPLE －キャシー教授の試み 



５００００人超の来場者 
トロントやボルティモアなどの都市にリレー 

The science of 

learning in action 

究極のご近所パーティ！ 
2010年１０月３日＠ＮＹセントラルパーク 

EXAMPLE －キャシー教授の試み 



URBAN 

THINK 

SCAPE 

EXAMPLE －キャシー教授の試み 

街の一角を 
遊びと学びの発見の 
場にしてしまう 



F    O    R 

広島 



広島県への期待 

保護者や保育者が、子どもが乳幼児期にしなければならないこと、学

ばなければならないことを理解し、認識を変えるような働きかけをする。 

 

 

 

 

「子ども」への「対話の質」は「大人」の「好奇心」との関数 

だからこそ、これまでの大人が子どもを教えるという一方的な関係ではなく、 

大人も子供も共に学べるような「仕掛け」づくりをする。 

 

ひいては広島から日本、世界中の学びに対する意識改革、価値向上へ 

つながっていく。 



広島県全体を の場にする！ 

学校の「内」も「外」も！ 



広島県生涯学習課の試み 
生涯学習課、「指示より支持」の四コマ漫画 



本物の「 」を取り戻す 

日本版 The Ultimate Block Party の狙い 

日本では、受験勉強の影響で、親たちは塾や学校に学びを外注し、 

その責任を先生になすりつける傾向が強くなっています。 

さらに度が行き過ぎた親は「モンスターペアレント」となり、 

学校の先生たちを精神的にも肉体的にも疲弊させています。 

Party は、この現状を打開し、 

取り戻すための活動です。 

 

楽しみ、親が自ら探究人になることだと私たち

は考えます。 

週末に親子で「日本版 The Ultimate Block Party 」に参加し、 

探究するプロセスの中で、本当に大事な親子の会話が生まれ、 

新たな発見があり、それをさらに表現していく。 

 

そんな活動を仕掛けていきたい。 

そこから学びの革命を起こしていこうと考えています。 

 日本版 The Ultimate Block  

本来的な学びを家庭に 

 

その為に必要なのは、親が学びを 

親が積極的に子供と一緒に学び、  

それが、子供の学びへの意欲に火をつける方法の１つではないでしょうか。 



広島版 

学びに対する意識改革、価値向上を行うべく、 
地元企業に対するエデュケーションを促し、 

コミュニティ全体で大人と子供が共に学べる先進県とする 

広島県から大人も子供も共に学べるような社会づくりを！ 

まずは、プロトタイプ実施を計画中。 
慶應義塾大学 SFC Open Research Forum 


